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２

０

２

３

年

４

～

６

月

に

東

京

を

訪

れ

た

旅

行

者

数

（

速

報

値

）

が

約

１

億

２

０

３

２

万

人

で

、

こ

の

う

ち

外

国

人

は

約

５

２

１

万

人

（

２

０

１

９

年

同

期

比

�

％

増

）

だ

っ

た

こ

と

が

１

月

�

日

、

都

の

実

態

調

査

結

果

で

分

か

っ

た

。

　

観

光

消

費

額

を

見

る

と

、

日

本

人

旅

行

者

が

約

９

６

７

６

億

円

（

２

０

１

９

年

同

期

比

�

％

減

）

な

の

に

対

し

、

外

国

人

旅

行

者

は

約

８

７

８

３

億

円

（

同

１

５

７

％

増

）

。

全

体

と

し

て

は

約

１

兆

８

４

５

９

億

円

（

同

�

％

増

）

と

な

っ

た

。

　

東

京

都

は

、

家

庭

で

で

き

る

「

冬

の

小

さ

な

Ｈ

Ｔ

Ｔ

く

ら

し

の

知

恵

」

を

一

般

か

ら

集

め

公

開

し

た

。

　

タ

ー

ト

ル

ネ

ッ

ク

や

足

首

ウ

ォ

ー

マ

ー

を

着

用

す

る

と

い

う

人

や

、

住

宅

で

は

、

暖

か

い

空

気

が

上

に

た

ま

る

の

で

暖

房

と

サ

ー

キ

ュ

レ

ー

タ

ー

を

併

用

す

る

、

厚

手

の

カ

ー

テ

ン

に

替

え

る

、

と

い

っ

た

声

が

多

い

。

　

「

私

た

ち

は

万

引

き

を

許

さ

な

い

」

―

―

。

　

今

年

も

２

月

に

、

警

視

庁

が

ポ

ス

タ

ー

（

写

真

）

や

動

画

（

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

）

を

活

用

し

、

万

引

き

防

止

広

報

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

を

実

施

す

る

。

　

警

視

庁

は

自

治

体

や

業

界

団

体

な

ど

と

連

携

す

る

「

東

京

万

引

き

防

止

官

民

合

同

会

議

」

を

設

置

し

対

策

を

展

開

し

て

お

り

、

こ

の

会

議

に

は

東

京

都

商

店

街

振

興

組

合

連

合

会

も

参

加

し

て

い

る

。

　

万

引

き

は

初

発

型

の

犯

罪

と

い

わ

れ

、

繰

り

返

す

う

ち

重

大

犯

罪

に

エ

ス

カ

レ

ー

ト

す

る

危

険

性

を

は

ら

む

。

本

人

も

周

囲

も

万

引

き

を

軽

く

考

え

る

と

社

会

全

体

の

モ

ラ

ル

が

低

下

し

か

ね

ず

、

官

民

合

同

会

議

は

社

会

総

ぐ

る

み

で

取

り

組

む

方

針

だ

。

　

広

報

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

中

の

２

月

�

日

ま

で

、

都

内

各

所

で

ポ

ス

タ

ー

を

掲

示

す

る

ほ

か

、

Ｓ

Ｎ

Ｓ

や

デ

ジ

タ

ル

サ

イ

ネ

ー

ジ

を

使

っ

て

動

画

を

流

し

、

啓

発

す

る

。

　

経

済

産

業

省

は

、

昨

年

�

月

２

日

に

閣

議

決

定

さ

れ

た

「

デ

フ

レ

完

全

脱

却

の

た

め

の

総

合

経

済

対

策

」

に

基

づ

き

、

二

つ

の

新

た

な

資

金

繰

り

支

援

を

行

っ

て

い

る

。

　

一

つ

は

、

新

た

な

信

用

保

証

制

度

の

創

設

。

信

用

保

証

付

融

資

の

７

割

で

経

営

者

が

連

帯

保

証

を

求

め

ら

れ

る

現

状

が

あ

り

、

保

証

料

を

上

乗

せ

す

る

こ

と

で

経

営

者

保

証

を

不

要

と

す

る

制

度

を

設

け

た

。

　

制

度

活

用

を

促

す

た

め

、

３

年

間

の

時

限

的

な

保

証

料

負

担

軽

減

策

を

行

う

。

申

込

受

付

は

３

月

�

日

か

ら

で

、

要

件

確

認

な

ど

の

事

前

審

査

が

２

月

�

日

か

ら

始

ま

る

。

　

も

う

一

つ

は

、

日

本

政

策

金

融

公

庫

等

の

コ

ロ

ナ

資

本

性

劣

後

ロ

ー

ン

の

金

利

運

用

見

直

し

。

　

直

近

決

算

で

黒

字

の

事

業

者

が

翌

年

度

に

黒

字

金

利

を

支

払

う

と

事

実

上

の

赤

字

に

陥

る

場

合

は

、

直

近

決

算

期

後

１

年

間

は

赤

字

金

利

（

０

・

５

％

）

を

適

用

す

る

。

運

用

見

直

し

は

２

月

�

日

か

ら

。

　

東

京

都

商

店

街

振

興

組

合

連

合

会

は

２

月

１

日

、

各

振

興

組

合

が

定

め

る

「

定

款

」

に

つ

い

て

参

考

例

を

示

し

た

。

定

款

に

必

要

な

条

文

（

表

参

照

）

を

列

挙

し

、

そ

れ

ぞ

れ

ど

の

よ

う

な

内

容

が

記

載

さ

れ

て

い

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

か

、

注

意

点

な

ど

の

説

明

も

盛

り

込

ん

だ

資

料

。

　

こ

れ

ま

で

全

国

商

店

街

振

興

組

合

連

合

会

が

作

成

し

た

参

考

例

（

２

０

１

５

年

改

訂

）

は

あ

っ

た

が

、

都

振

連

作

成

の

「

東

京

版

」

で

は

、

東

京

都

暴

力

団

排

除

条

例

（

２

０

１

１

年

施

行

）

を

反

映

さ

せ

た

ほ

か

、

コ

ロ

ナ

禍

を

機

に

オ

ン

ラ

イ

ン

に

よ

る

「

バ

ー

チ

ャ

ル

総

会

」

を

開

催

で

き

る

よ

う

改

正

さ

れ

た

商

店

街

振

興

組

合

法

施

行

規

則

（

２

０

２

１

年

施

行

）

に

対

応

さ

せ

た

。

　

定

款

の

作

成

や

変

更

を

巡

っ

て

は

、

振

興

組

合

か

ら

都

振

連

へ

特

に

問

い

合

わ

せ

が

多

い

項

目

の

一

つ

が

、

役

員

（

第

�

条

）

の

人

数

に

関

し

て

。

　

「

理

事

の

人

数

を

減

ら

し

た

い

。

ど

の

よ

う

に

定

款

を

変

え

れ

ば

い

い

か

」

と

い

っ

た

相

談

が

あ

る

。

　

定

款

で

は

「

理

事

◎

人

以

上

◎

人

以

下

」

「

監

事

◎

人

以

上

◎

人

以

下

」

と

定

数

の

上

限

と

下

限

ど

ち

ら

も

数

字

を

示

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

の

幅

は

で

き

る

だ

け

小

さ

く

す

る

こ

と

と

し

、

今

回

「

下

限

の

２

割

」

と

幅

の

具

体

的

な

目

安

を

示

し

た

。

　

総

会

、

理

事

会

の

議

事

録

（

第

�

・

�

条

）

作

成

に

関

し

て

は

、

記

載

項

目

が

足

り

ず

、

都

振

連

が

振

興

組

合

へ

加

筆

を

求

め

る

ケ

ー

ス

も

多

い

。

　

議

事

録

に

は

「

招

集

年

月

日

」

「

開

催

日

時

と

場

所

」

「

出

席

理

事

・

監

事

の

数

、

出

席

方

法

」

「

組

合

員

数

と

出

席

者

数

、

出

席

方

法

」

「

出

席

理

事

の

氏

名

」

「

出

席

監

事

の

氏

名

」

ほ

か

「

議

事

の

経

過

の

要

領

と

結

果

」

な

ど

漏

れ

な

く

記

載

し

な

け

れ

ば

な

ら

ず

注

意

が

必

要

だ

。

　

書

類

の

備

置

き

（

第

�

条

）

に

関

し

て

は

、

組

合

員

名

簿

が

そ

ろ

っ

て

い

な

い

ケ

ー

ス

が

見

ら

れ

る

こ

と

か

ら

、

①

氏

名

ま

た

は

名

称

、

住

所

②

加

入

年

月

日

③

出

資

口

数

、

払

込

済

金

額

、

払

込

年

月

日

―

―

を

記

載

し

た

名

簿

を

閲

覧

で

き

る

よ

う

に

し

て

お

く

よ

う

定

め

る

と

と

も

に

、

名

簿

を

出

資

管

理

な

ど

の

業

務

に

も

生

か

す

こ

と

を

促

し

て

い

る

。

　

こ

の

ほ

か

出

資

を

求

め

ず

に

組

合

へ

の

加

入

を

認

め

る

振

興

組

合

も

増

え

て

い

る

こ

と

か

ら

、

賛

助

会

員

（

第

�

条

）

に

関

す

る

条

文

を

新

た

に

設

け

、

記

載

例

を

示

し

た

。

　

定

款

に

関

す

る

問

い

合

わ

せ

は

都

振

連

の

組

織

課

（

☎

�

・

３

５

４

２

・

０

２

３

１

）

へ

。

参

考

例

は

都

振

連

サ

イ

ト

で

入

手

で

き

（

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

）

、

総

会

の

時

期

に

備

え

て

協

議

の

参

考

に

し

て

ほ

し

い

と

し

て

い

る

。

　

２

０

２

３

年

に

訪

日

し

た

外

国

人

の

旅

行

消

費

額

（

年

間

）

が

５

兆

２

９

２

３

億

円

と

な

り

、

コ

ロ

ナ

禍

前

２

０

１

９

年

と

比

べ

て

１

割

増

、

過

去

最

高

を

更

新

し

た

こ

と

が

分

か

っ

た

。

観

光

庁

が

１

月

�

日

に

公

表

し

た

速

報

。

　

旅

行

消

費

額

を

項

目

別

に

見

る

と

、

最

も

多

い

の

は

宿

泊

費

（

�

％

）

で

、

買

い

物

代

（

�

％

）

、

飲

食

費

（

�

％

）

と

続

く

。

　

１

人

当

た

り

の

旅

行

支

出

は

�

万

２

０

０

０

円

（

２

０

１

９

年

比

�

％

増

）

と

推

計

さ

れ

、

項

目

別

で

は

宿

泊

費

７

万

３

０

０

０

円

、

買

い

物

代

５

万

６

０

０

０

円

、

飲

食

費

４

万

８

０

０

０

円

。

　

宿

泊

費

は

英

国

�

万

円

な

ど

欧

米

豪

で

高

い

傾

向

に

あ

り

、

買

い

物

代

は

中

国

が

�

万

９

０

０

０

円

と

突

出

し

て

高

か

っ

た

。

　

一

方

、

訪

日

外

国

人

の

人

数

に

つ

い

て

は

、

日

本

政

府

観

光

局

が

１

月

�

日

、

年

間

で

２

５

０

０

万

人

を

突

破

し

た

と

の

推

計

値

を

公

表

し

た

。

　

昨

年

４

月

の

水

際

措

置

撤

廃

か

ら

右

肩

上

が

り

に

急

回

復

し

、

単

月

で

は

�

月

に

初

め

て

２

０

１

９

年

同

月

を

上

回

っ

た

。

年

間

累

計

で

は

２

５

０

６

万

６

１

０

０

人

に

上

り

、

２

０

１

９

年

の

８

割

程

度

ま

で

回

復

が

進

ん

だ

。

　減らそう、無くそう焼肉店火災――。ダクト内に堆

積した油かすに火が着いてしまうことによる火災が後

を絶たず、東京消防庁が注意を呼び掛けている。

　管内で起きた、焼肉関連器具から出火した火災件数

は、年々増加。無煙ガスロースターの火災例では、客

が肉を調理中、ダクト内部の油かすに着火し出火、来

店客全員を避難させる事態になったという。

　火災になると、ダクトを通じ建物全体に延焼が拡大

する恐れがある。建物全体で停電し、全館営業できな

くなることや、消火活動で店が水損することもある。

　同庁は、清掃の徹底と従業員の対応が重要と注意喚

起。特にダクトは吸い込み口から約�㌢の部分が肝心

で、グリスフィルターボックスまで忘れず清掃するこ

とや、従業員が客に対し一度に多量の肉を焼かないよ

う声を掛けることがポイントという。

　焼肉に限らず飲食店では、ガスこんろからはみ出し

た火にあおられ内壁が燃えた、こんろの油受けにたま

った油かすに料理中の火が引火した、といったことも

起きており、同庁は、改めて厨房や厨房機器の点検と

清掃に努めてほしいとしている。

　

東

京

都

は

こ

の

ほ

ど

、

電

力

の

Ｈ

（

へ

ら

す

）

・

Ｔ

（

つ

く

る

）

・

Ｔ

（

た

め

る

）

に

取

り

組

む

「

Ｈ

Ｔ

Ｔ

取

組

推

進

宣

言

企

業

」

の

中

で

特

に

優

良

な

５

社

を

表

彰

し

た

。

　

昨

年

登

録

し

た

１

３

２

社

の

中

か

ら

、

従

業

員

が

取

り

組

み

や

す

い

「

運

用

性

」

、

他

社

に

も

展

開

で

き

る

「

実

効

性

」

、

独

自

の

工

夫

が

あ

る

「

先

進

性

」

に

着

目

し

選

定

し

た

。

　

日

常

生

活

で

も

で

き

る

こ

と

を

挙

げ

た

ハ

ン

ド

ブ

ッ

ク

を

作

り

Ｐ

Ｄ

Ｆ

で

全

従

業

員

に

配

布

し

た

ア

ク

サ

・

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

・

ジ

ャ

パ

ン

、

照

明

を

Ｌ

Ｅ

Ｄ

化

し

た

り

窓

に

遮

光

フ

ィ

ル

ム

を

張

り

冷

房

の

負

荷

を

抑

え

た

り

し

た

テ

レ

ネ

ッ

ト

ジ

ャ

パ

ン

な

ど

が

受

賞

し

、

都

は

事

例

を

紹

介

し

て

い

る

。


